
人―１小低 

実
態
把
握
と
目
標
設
定 

・学部 小 

・学年 低 

・対象児童生徒の障害 

 

■知的障害、■自閉症、□LD（学習障害）、□ADHD（注

意欠陥・多動性障害）、 

□情緒障害、□視覚障害、□聴覚障害 

□その他（          ） 

・対象児童生徒の課題   

 

・教室からの飛び出し 

興味をもったもの（プラレールのおもちゃ、虫、絵本な

ど）を手にしたい気持ちが強く、目的のものを取りに行

く際、何も言わずに出ていくことがある。また、対大人

との関係づくりとして行う場面が見られる。（追いかけて

もらうことを目的としている） 

・自立活動の目標 教室から出ていく際、教員に「【対象物】を取り（【場所】）

にいってきます」と伝えることができる。 

・上記目標に対応する区分 
健康の保持   心理的な安定  人間関係の形成   

環境の把握   身体の動き   コミュニケーション   

・支援の手立て ・何も言わずに教室から出ていく素振りが見られたら、

「どこに行くの？」「何か欲しいものがあるの？」と何

をしたいのかを教員に伝えるように言葉かけをする。

また、教員に対し何を、どこに取りに行くのか伝える

ように促す。 

・関係づくりとして行う場面であった場合は「先生は心

配だよ」と伝えたり、本児の様子によってはあまり反

応を示さないようにしたりすることで不適切な関わり

であることを伝える。 

１
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化、課題 

 

・おもちゃを取りに行く場面では、出ていこうとする際

に教員の顔をみて「おもちゃ」とつぶやくようになっ

た。伝える必要は感じている様子であった。教員の促

しを受けると、伝えたい教員の目を見て「○○、取り

に行ってきます」と伝えることができた。促される前

に伝えられるようになってほしい。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

・本児が言葉を伝える教員と、本児に言葉を促す教員の

役割分担が重要であることを改めて認識できた。 

・ほかの場面でも広がっていくようにすることが課題で

ある。 

・「こっちを見てね」と本児と目が合うまで言葉と視線で

伝え続けることで、本児からの返しがあった。 



 

 グ
ル
ー
プ
討
議 

全校研究②学年・クラスで検討 

参考になった支援方法等 

★教員の役割の交代 

★足型を教室内の扉の前に配置

する。 

・本児の特性や性格のことを考えると、今のコミュニケ

ーションのパターンはそのままに、教員の役割分担の交

代や、学年教員に役割をお願いする等で広がりをつけら

れるようにするとよいのではないかという話になった。

また、本人が伝える必要性を思い出すために足型を扉の

前に配置するとよいのではないかというアドバイスを頂

いた。 

２
学
期
の
振
り
返
り 

・児童生徒の様子、変化 

 

・教員の促しを受けると「○○、取りに行ってきます」

は言える。２学期は課題に向かう時間が多くなり、おも

ちゃを取りに行くことは大分減った。対大人との関係づ

くりとして行う場面は継続して一日のうちに何度か見ら

れる。 

・教員自身の成果や課題 

・効果的だった支援の実践方法

等 

・給食の場面に関しては課題（給食）に向かう時間が増

えたことによって出ていくことが減ったと感じている。 

・関係づくりとして行う場面は、その場では不適切な 

関わりであると指導し、他の場で適切な関係づくりを 

行うことを継続していきたい。 

ま
と
め 

 

全校研究③学年・クラスで検討 

・児童生徒の来年度の目標、課

題等 

・様々な場面で本児の受け入れられる物事の幅を広げて

いくこと。 

 


